
三重県議会の広聴広報及び三重県議会の活動１０⼤ニュースに関するアンケート

実施概要

担当部局 実施期間 対象者数 回答者数 回答率

議会事務局 2019年11⽉22⽇から 2019年12⽉06⽇まで 1071 636 59%

 今回は、三重県議会事務局からのアンケートです。
 三重県議会では、県⺠の皆さまに開かれた議会活動を進めていくため、さまざまな広聴広報活動を⾏っていま
す。今後より効果的な取り組みにしていくためには、県⺠の皆さまのご意⾒をお聞きし、改善していく必要があ
るため、アンケートを実施します。
 また、例年１２⽉に1年間の県議会の主な活動をふり返る「三重県議会の活動１０⼤ニュース」を発表してい
ます。「三重県議会の活動１０⼤ニュース」の選定にあたっては、県⺠の皆さまのご意⾒も参考にしています。
皆さんが今年の１０⼤ニュースとしてふさわしいと考える取組についても、お聞かせください。

添付ファイル
news

Q1 県議会への関⼼度について １

 あなたは県議会または県⾏政に関⼼がありますか。あてはまるものを1つ選んでください。

合計 636

県議会、県⾏政ともに関⼼がある 298

県議会には関⼼があるが、県⾏政には関⼼が
ない

15

県議会には関⼼がないが、県⾏政には関⼼が
ある

107

県議会、県⾏政ともに関⼼がない 216

Q3 議会の役割に対する認知度について

 県議会は、知事等の事務の執⾏について監視･評価を⾏うだけでなく、県政の重要な事項（条例、予算、総合
計画等）を決定するとともに、県政の課題について独⾃に調査し、政策⽴案（議員提出条例や意⾒書の決議等）
及び政策提⾔等を⾏っています。
 あなたは、議会のこうした役割をご存じでしたか。あてはまるものを１つ選んでください。

 ＜参考＞県議会のしくみと役割について、詳しくは、三重県議会のホームページをご覧ください。 
 https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/

合計 636

知っていた 147

少し知っていた 207

ほとんど知らなかった 177

全く知らなかった 105
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Q4 議会の会議の視聴度について

 あなたは、県議会の会議（本会議、常任委員会、特別委員会、全員協議会など）を⾒たことがありますか。あ
てはまるものを全て選んでください。

 ＜参考＞県議会の傍聴については、こちらをご覧ください。
 　　　　https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/09933011327.htm
　　　　　テレビ放送・インターネット中継については、こちらをご覧ください。  
   　　　　https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08083011290.htm

合計 636

議事堂で傍聴したことがある 9

テレビ中継を⾒たことがある 197

インターネット中継・録画を⾒たことがある 45

どれも⾒たことがない 411

Q5 みえ現場de県議会について １

 県議会では、多様な県⺠の意⾒を県議会に取り⼊れる広聴機能を強化するため、県政の重要課題等をテーマに
設定して、関係団体や県⺠の皆さんと意⾒交換を⾏う「みえ現場de県議会」を年２回程度開催しています。
 あなたは、この取り組みについてどう思われますか。あてはまるものを１つ選んでください。

 ＜参考＞「みえ現場de県議会」については、こちらをご覧ください。   
　　　　https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/87454000001_00004.htm

合計 636

良い取り組みである（⾃ら参加してみたい
（参加した））

246

あまり良い取り組みとは思わない 29

よくわからない 361

Q7 みえ現場de県議会について ３

 あなたは、今後、「みえ現場de県議会」をより良いものとするために、どのようにするとよいと思いますか。
あてはまるものを全て選んでください。

合計 636

開催回数を増やしてほしい 105

県内各地域で開催してほしい 260

意⾒交換のテーマ数を増やしてほしい 128

テーマを限定せず、⾃由に意⾒を述べること
ができる場にしてほしい

135

テーマや、そのテーマに基づき意⾒交換を⾏
う団体を、県⺠に公募してほしい（令和元年
度第２回「みえ現場de県議会」はテーマ等に
ついて初めて公募を⾏いました。）

115
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できるだけ多くの⼈が参加できるように配慮
してほしい

232

その他 32

よくわからない 157

Q8 みえ県議会だより（広報紙）について １

 県議会では、年間７回「みえ県議会だより」を発⾏し、発⾏⽉の第１⽇曜⽇に新聞に折り込んでお届けするほ
か、⾝近な施設等にも配置しています。〔折り込みを⾏う新聞･･･朝⽇、伊勢、産経、中⽇、毎⽇、読売、⽇経
の７紙（朝刊）〕
 あなたは、「みえ県議会だより」をお読みになったことはありますか。

 ＜参考＞これまで発⾏されたみえ県議会だよりは、こちらをご覧ください。 
 https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08084011271.htm

合計 636

毎回読む 135

ときどき読む（年間３〜６回） 195

あまり読んだことがない（年間１〜２回） 139

発⾏されていることを知っているが、まった
く読んだことがない

80

発⾏されていることを知らなかったが、今後
読んでみたい

51

発⾏されていることを知らなかったが、今後
も読んでみたいとは思わない

36

Q9 みえ県議会だより（広報紙）について ２

 「みえ県議会だより」を読んだことがある⽅にお聞きします。
 あなたは、「みえ県議会だより」について、どのような点を改善すればよいと思いますか。あてはまるものを
全て選んでください。

合計 469

ページ数を増やして、より詳しく記載した⽅
がよい

71

記事を重要課題に絞って、詳しく記載した⽅
がよい

151

図やイラストをもっと使って分かりやすく記
載した⽅がよい

270

デザインやレイアウトを⼯夫した⽅がよい 90

その他 35

Q10 みえ県議会新聞（新聞企画広報）について １

 県議会では、年２回、⾏政部門別常任委員会等について、県⺠の皆さんにダイジェストでお伝えする「みえ県
議会新聞」を発⾏し、伊勢新聞への折込のほか、県内公共施設等に配置しています。
 あなたは、「みえ県議会新聞」をお読みになったことはありますか。あてはまるものを１つ選んでください。

http://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08084011271.htm
http://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08084011271.htm


 ＜参考＞前回発⾏されたみえ県議会新聞は、こちらをご覧ください。 
 https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/67540011288.htm

合計 636

発⾏されていることを知っており、読んだこ
とがある

69

発⾏されていることを知っているが、読んだ
ことがない

104

発⾏されていることを知らなかったが、今後
読んでみたい

277

発⾏されていることを知らなかったが、今後
も読んでみたいとは思わない

186

Q11 みえ県議会新聞（新聞企画広報）について ２

 「みえ県議会新聞」を読んだことがある⽅にお聞きします。あなたは、この新聞を読んでみてどう思われます
か。あてはまるものを１つ選んでください。

合計 69

たいへん分かりやすく、もっと多く印刷・配
布した⽅がよい

8

分かりやすく、今までどおり続けた⽅がよい 35

分かりにくいが、内容を⼯夫して継続した⽅
がよい

22

継続しなくてよい 4

Q12 県議会ハイライト（テレビ企画広報）について

 三重テレビ放送において本会議中継の他に、委員会活動などをコンパクトにまとめた「三重県議会ハイライ
ト」という、15〜30分の広報番組を年間５回放送しています。
あなたはこの取り組みについて、どう思われますか。あてはまるものを１つ選んでください。

＜参考＞過去に放送した番組はこちらからをご覧ください。
https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08083011290.htm

合計 636

たいへん分かりやすく、もっと放送回数を増
やした⽅がよい

30

分かりやすく、今までどおり続けた⽅がよい 265

分かりにくいが、内容を⼯夫して継続した⽅
がよい

212

継続しなくてよい 129

Q13 議会情報の⼊⼿⽅法

 県議会では、県⺠の皆さんに県議会の情報をお知らせするため、さまざまな広報事業を⾏っていますが、あな
たは県議会の情報をどこから⼊⼿されていますか。あてはまるものを全て選んでください。
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 ＜参考＞各広報事業については、こちらをご覧ください。   
　　　https://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08081011283.htm

合計 636

みえ県議会だより（年７回発⾏、新聞折り込
みによる配布）

379

みえ県議会新聞（年２回発⾏、伊勢新聞折
込・公共施設等配置）

26

県議会ホームページ  61

県議会Facebookページ  17

県議会提供のテレビ番組（年５回、特集番組
「三重県議会ハイライト」を三重テレビで放
映）

58

新聞掲載広告「広報みえ」（年１回、６紙
（朝⽇、伊勢、産経、中⽇、毎⽇、読売））    

159

新聞・テレビの各社による報道 216

県議会議員個⼈（議員が発⾏する議会報告
紙、議員が主催する議会報告会など）

47

その他 44

Q14 今後充実させる広報⼿段

 県議会の活動を伝える⼿段として、今後さらに充実を図る、あるいは新たに取り組んだ⽅がよいと思われるも
のは何ですか。最もあてはまるものを２つまで選んでください。その他には、新たに取り組んだ⽅がよいアイデ
ア等があれば、記載をお願いします。

合計 636

みえ県議会だより 298

みえ県議会新聞 39

県議会ホームページ 152

県議会Facebookページ 55

県議会提供のテレビ番組「県議会ハイライ
ト」

58

新聞掲載広告「広報みえ」 165

ツイッターやライン等を活⽤した情報発信・
提供

166

県議会主催による「議会報告会」の実施 36

県議会議員個⼈から 32

その他 31

Q16 「三重県議会の活動１０⼤ニュース」選定について

http://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08081011283.htm
http://www.pref.mie.lg.jp/KENGIKAI/08081011283.htm


 県議会では、例年１２⽉に１年間の県議会の主な活動内容を振り返る「三重県議会の活動１０⼤ニュース」を
発表しています。今年も、県⺠の皆さんのご意⾒も取り⼊れて選定していきたいと考えています。
 皆さんが１０⼤ニュースと思われる活動を最⼤１０個まで選んでください。
 ※「その他」は、選択肢以外で、あなたがおすすめの取組がありましたら選んでください。
 ※各項目の概要は、添付ファイルをご覧ください。

合計 636

県議会Facebookページの運⽤開始《「いい
ね」上昇中︕》（３⽉）

100

県議会新体制発⾜《決意新たに議会活動をス
タート︕》（５⽉）

120

第２回「みえ現場de県議会」のテーマ等を募
集《県議会初の公募︕》（１０⽉）

90

第１回「みえ現場de県議会〜⽔産業の振興
〜」を開催《早⽥（はいだ）漁港で討論︕》
（１１⽉）

89

４年間の議会活動を検証《次期活動計画にバ
トンをつなぐ︕》（３⽉）

97

「令和元年版成果レポート」に関し申し⼊れ
《全常任委員⻑から知事へ︕》（８⽉）

62

「三重県議会 議会活動計画」を策定《今後４
年間の取組をあきらかに︕》（９⽉）

99

豚コレラへの対応《補正予算先議、国への意
⾒書を提出など︕》（９⽉）

317

「みえ県⺠⼒ビジョン・第三次⾏動計画」等
に関し申し⼊れ《正副議⻑等から知事へ︕》
（１１⽉）

56

「外国⼈労働者⽀援調査特別委員会」を設置
《参考⼈招致などにより精⼒的に調査︕》
（５⽉）

124

「⼤規模地震対応マニュアル」の改訂《⼤規
模災害時の議員の⾏動等を明⽰︕》（６⽉）

300

「議員勉強会」を２回開催《テーマはＳＤＧs
とSociety5.0︕》（６⽉、７⽉）

23

紀伊半島三県議会交流会議を開催《共通課題
について国へ要望︕》（７⽉）

75

議会活⼒度調査で全国第１位《議会活動の取
組が評価︕》（８⽉）

108

議員報酬及び政務活動費削減を開始《議員報
酬⽉額１０％、政務活動費３０％減額︕》
（５⽉）

215

「選挙区及び定数に関する在り⽅調査会」を
設置《外部有識者による調査をスタート︕》
（６⽉）

103



ボッチャ及びＳＳピンポンの議員体験会を開
催《三重とこわか⼤会に向けてPR︕》（１
⽉、１０⽉）

64

インターンシップ実習⽣を受⼊れ《県議会の
広聴広報について提⾔︕》（９⽉）

122

その他 38

各ページの記載記事、写真の無断転載を禁じます。
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                          別 紙 
２０１９年 三重県議会の活動１０大ニュース候補（概要） 

１０大ニュースの候補をリストアップしました。それぞれの内容は以下のとおりですの

で、皆さんの選定の参考にしてください。                             

～開かれた議会運営の実現～ 

３月 ① 県議会 Facebook ページの運用開始《「いいね」上昇中！》  

「開かれた県議会」を推進し、県民の皆さまに県議会

の活動について一層のご理解をいただけるよう、３月か

らＳＮＳサービスの一つである「Facebook」による情報

発信を行っています。 

１０月にはページへの「いいね！」が１５００を超え

ました。  

【Facebookによる情報発信の内容】 

・議会日程、議会中継、議会提供番組のご案内 

・議会主催事業のご案内、催し物のご紹介 

・議長定例記者会見内容のご紹介 

など 

 

 

 

５月 ② 県議会新体制発足《決意新たに議会活動をスタート！》 

５月に正副議長選挙を行い、議長に中嶋年規議員（自由

民主党県議団、志摩市選出）、副議長に北川裕之議員（新

政みえ、名張市選出）を選出しました。また、７つの常任

委員会、特別委員会及び議会運営委員会の正副委員長や委

員などの選出も行い、県議会の新体制が発足しました。 

【会派構成（７会派）】 

新政みえ２１人、自由民主党県議団１５人、草莽
そうもう

６人、 

自民党５人、公明党２人、日本共産党１人、 

草の根運動いが１人 

 

 

 

 

 

１０月 ③ 第２回「みえ現場 de県議会」のテーマ等を募集《県議会初の公募！》 

「みえ現場de県議会」は、県議会広聴広報会議の委員等

が県内各地に出向き、直接県民の皆さんからご意見をお聞

きする議会広聴の取組の一つです。 

令和元年度の第２回目は、県議会初の試みとして、意見

交換のテーマや、テーマに基づき意見交換を行っていただ

ける団体を募集しました。（開催は、令和２年２月頃を予

定） 

 

 

 

 

 

「いいね」を呼びかける正副議長 

議長選挙の様子 

第２回「みえ現場 de 県議会」公募チラシ 
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１１月 ④ 第１回「みえ現場 de県議会～水産業の振興～」を開催《早田
は い だ

漁港で討論！》 

「みえ現場de県議会」は、県議会広聴広報会議の委員等

が県内各地に出向き、直接県民の皆さんからご意見をお聞

きする議会広聴の取組の一つです。 

令和元年度の第１回目は、１１月７日に尾鷲市早田コミ

ュニティセンターで、「水産業の振興」をテーマに開催し

ました。当日は、早田漁師塾に関わっている方や漁業の振

興に関心のある方々と早田漁港を視察した後、水産業の今

後の課題などについて意見交換を行いました。 

 

 

 
～住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進～ 
 

３月 ⑤ ４年間の議会活動を検証《次期活動計画にバトンをつなぐ！》 

議員任期４年間を見据えた活動を計画的に行っていく

ため平成２７年に策定した「議会活動計画」の計画期間が

終了することから、本年３月に「４年間を通した議会活動

の評価及び次期改選後議会への提言」を取りまとめまし

た。 

その中で、４年間の取組を評価するとともに、改選後議

会に向けて、引き続き、議会活動計画を策定し、計画的な

議会活動の実施・評価を行っていくこと、課題とされた個

別項目への対応について検討していくことなどを提言し

ました。 

 

議会改革推進会議総会の様子 

 

８月 ⑥ 「令和元年版成果レポート」に関し申し入れ《全常任委員長から知事へ！》 

８月５日に、予算決算常任委員長及び各行政部門別常

任委員長から知事に対し、「令和元年版成果レポート」に

基づく今後の「県政運営」等に関して、申し入れを行い

ました。 

その中で、誰もが安心して暮らすことができる社会づ

くりに向け、実効性のある取組を展開することや、持続

可能な財政基盤の確立をめざし、引き続き財政運営の改

革に取り組むことなどを要望しました。 

 

 

 

第１回「みえ現場 de 県議会」の様子 

 

知事への申し入れの様子 
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９月 ⑦ 「三重県議会 議会活動計画」を策定《今後４年間の取組をあきらかに！》 

４月に「三重県議会 議会活動計画」の計画期間が終了

したことから、代表者会議からの依頼を受け、議会改革

推進会議において、今議員任期４年間の新しい「三重県

議会 議会活動計画」の策定に向けた検討を行い、案を作

成しました。 

９月には、代表者会議において新しい「三重県議会 議

会活動計画」を決定しました。 

 

 

 

 

９月 ⑧ 豚コレラへの対応《補正予算先議、国への意見書を提出など！》 

平成３０年９月に、豚コレラが、国内で２６年ぶりに

発生し、膨大な数の豚が殺処分されるなど、甚大な被害

が生じています。 

県議会では、本年６月に「豚コレラ対策の強化を求め

る意見書」を全会一致で可決し、国関係機関等へ提出し

ました。その後、本年７月２４日に県内の養豚農場にお

いても豚コレラの発生が確認されたため、本年８月１日

には、意見書の項目について、議長から農林水産大臣に

対し、直接要望を行いました。 

また、９月定例月会議では、豚コレラ対策に関連する

補正予算案について、１日でも早く対策が行えるよう、

他の議案に先駆けて議決を行いました。 

さらに、飼養豚への予防的ワクチン接種が実施される

こととなったことを受けて、本年１０月には「豚コレラ

対策の更なる強化を求める意見書」を全会一致で可決し、

国関係機関等へ提出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会改革推進会議総会の様子 

 

農林水産大臣に直接要望 
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１１月 
⑨ 「みえ県民力ビジョン・第三次行動計画」等に関し申し入れ 

《正副議長等から知事へ！》 

１１月１日に、正副議長及び７つの常任委員長から知

事に対し、「みえ県民力ビジョン・第三次行動計画」（仮

称）中間案及び次期の「三重県行財政改革取組」（素案）

に関する申し入れを行いました。 

議長から総括的事項の申し入れを、各常任委員長から

は所管する施策等について委員会での議論を踏まえ、最

終案等に向けての意見交換を行いました。 

 

 

 

 

～独自の政策提言と政策立案の強化～ 
 

５月 
⑩ 「外国人労働者支援調査特別委員会」を設置 

《参考人招致などにより精力的に調査！》 

「出入国管理及び難民認定法」の改正による新たな在

留資格の創設等により、外国人労働者のさらなる増加が

予想されることを受け、５月に「外国人労働者支援調査

特別委員会」を設置しました。 

委員会では、外国人労働者も含めた三重県で暮らす全

ての人が、安心して働き、生活することができるよう、

日本語教育の支援、三重県多文化共生総合相談ワンスト

ップセンターの在り方、外国人労働者に対する企業等の

関わりなどについて、現状を把握し、どのような支援が

必要なのか調査していくこととしています。６月、８月、

１０月に参考人招致を実施するなど、精力的に調査を続

けています。 

 

 

外国人労働者支援調査特別委員会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知事への申し入れの様子 
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６月 ⑪ 「大規模地震対応マニュアル」の改訂《大規模災害時の議員の行動等を明示！》 

平成３０年６月、近年の大規模災害の発生等に鑑み、三

重県議会基本条例において議会における大規模な災害そ

の他の緊急事態への対応に関する規定を整備するととも

に、本年３月に、「大規模な災害その他の緊急事態への対

応に関する三重県議会指針」等を策定しました。これらを

受けて、国や県当局の当面の防災対応等も踏まえ、本年６

月、大規模地震対応マニュアルの改訂を行いました。改訂

されたマニュアルは、主に、災害発生後７２時間の初動期

の対応に重点を置いたものとなっています。 

 

 

 

 

６月、７月 ⑫ 「議員勉強会」を２回開催《テーマはＳＤＧsと Society5.0！》 

令和元年度に策定予定の「みえ県民力ビジョン・第三次

行動計画」の調査・審議にあたり、特に重要な視点となる

ＳＤＧsと Society5.0 をテーマに選定し、６月、７月に「議

員勉強会」を開催しました。 

全議員を対象に、専門家にご講演いただき、議員間にお

ける共通認識の醸成と更なる理解の向上を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～分権時代を切り開く交流・連携の推進～ 

 

 

７月 ⑬ 紀伊半島三県議会交流会議を開催《共通課題について国へ要望！》 

７月２６日に、奈良県橿原市において、奈良県、和歌山

県、三重県の三県議会による、第１３回紀伊半島三県議会

交流会議が開催されました。 

会議では、「医師確保に向けた取り組み」と「紀伊半島

における道路ネットワークの整備促進」について、意見交

換が行われました。その結果、必要となる財源の確保等に

ついて三県が連携し、国に対して要望していくことが合意

されました。 

 

 

 

 

 

大規模地震対応マニュアル抜粋 

紀伊半島三県議会交流会議の様子 

 

 

議員勉強会の様子 
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８月 ⑭ 議会活力度調査で全国第１位《議会活動の取組が評価！》 

８月に、日本経済新聞産業地域研究所が４７都道府県を

対象に実施した議会活力度調査のランキングで、三重県議

会が総合順位で第１位となりました。 

 分野別では、「議会運営」で１位となり、議会基本条例

を都道府県で初めて制定したこと、県政の重要課題につい

て県民や関係団体と意見交換する「みえ現場 de 県議会」、

学校へ講師として議員が出向く「出前講座」、高校生が県

議会を体験する「高校生県議会」の開催などの取組が評価

されました。 

 

こ 

 
～議員報酬、政務活動費及び選挙など～ 
 

５月 
⑮ 議員報酬及び政務活動費削減を開始 

《議員報酬月額１０％、政務活動費３０％減額！》 

平成３０年７月に、議会改革推進会議の下に「議会経費

削減に関する検討プロジェクト会議」を設置し、１０名の

議員で議会経費の削減について検討を行い、本年２月に、

令和元年５月から令和５年４月までの間、議員報酬を月額

１０％、政務活動費の交付額を３０％減額する、との検討

結果報告を取りまとめました。 

この検討結果に基づき、本年３月に議員報酬および政務

活動費を４年間削減する関係条例の改正が行われ、同年５

月より削減が始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑誌表紙の写真 

 

議会経費削減に関する検討プロジェクト

会議からの検討結果報告 

 

 

 

議会活力度調査結果を示す正副議長 
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６月 
⑯ 「選挙区及び定数に関する在り方調査会」を設置 

《外部有識者による調査をスタート！》 

 ６月に、三重県議会における選挙区及び定数の在り方に

ついて調査するため、「選挙区及び定数に関する在り方調

査会」を設置しました。  

大学教授など外部の有識者８名を委員として、「人口減

少・地方創生時代における県議会の在り方や果たすべき役

割」とそれらを踏まえた「三重県議会の議員の定数及び選

挙区の在り方」についての調査・報告を求めることとし、

調査が進められています。 

 

 

 

 
～その他～ 
 

１月、１０月 
⑰ ボッチャ及びＳＳピンポンの議員体験会を開催 

《三重とこわか大会に向けてＰＲ！》 

２０２１年の三重とこわか国体・三重とこわか大会に向

けた機運の醸成を図るとともに、議員の障がい者スポーツ

に対する一層の理解促進を目的として、三重とこわか大会

から正式種目となり、誰でも楽しめる競技として注目され

ているボッチャの議員体験会を本年１月に、また、同大会

のデモンストレーション種目となり、子どもから高齢者ま

で楽しめる生涯スポーツとして注目されているＳＳピン

ポンの議員体験会を本年１０月に開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＳＳピンポン議員体験会の様子 

 

検討プロジェクト会議の様子 

選挙区及び定数に関する在り方調査会の様子 
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９月 ⑱ インターンシップ実習生を受入れ《県議会の広聴広報について提言！》 

議会における政策立案の充実、学生のキャリア形成の支

援、地方分権の推進に資する人材の育成などを目的とし

て、大学院で公共政策に関連する研究を行っている学生を

毎年インターンシップ実習生として受け入れています。 

令和元年度は、９月に三重大学大学院の学生を実習生と

して受け入れました。実習生は、９日間に渡り、県議会や

県議会議員の役割等について学び、実習の成果を発表する

報告会では、議会に対し、「議会改革と広聴広報」という

テーマでみえ現場 de 県議会のスケールアップという政策

提言をしました。 

 

 

 

 

 

インターンシップ実習生報告会の様子 

 




